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op A， A， 2一アドレス
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　以上の様に，右まわりの評価方法のほうがオブジェクト・プログラムの能率が良いことがわか
る。左まわりの評価は評価途中の結果の格納命令を省略出来るのは，トリーの根のところと，右
側の枝が葉である時の枝の評価の途中結果だけであるが，右まわりの時は，左の枝の途中結果が，
そのまま次の節に利用することが出来るので，作業番地に格納する必要がなくなるからである。
このような効果は数式が複雑になればなるほど大きい。
2．9変数値をもった算術式のトリー表現
ここでは，N個のあいことなるリスト
　　　（（P＊S十C）　＊S）　f　2／（D　￥’　．N）
（又は数列）について考える。
十〉　（c
＊）c　s
ajX　2
／
DJ　（；k）　（，v
p｝　c＊　　　　s
　各変数値を次のように仮定しますと，上記のトリーは下記のようになる。
　　　P　＝6，S＝＝4，　C　：4，　D＝一1，　Ai＝7
　前述のようにトリーにはルートがある。そこから2つ以上の枝が出てほかの節に伸びていく。
そうして，次々と枝わかれして最終的には端末の節または葉に到達して終る。枝につながる節に
は端末であるかまたは根にする。節にはレベルによって位置づけすることが出来る。レベルは根
からその節までの路にそった節の数である。
　次に，トリーの各変数にそれぞれ値を与えれば，トリー全体が単一の葉で置きかえることが出
来る。すなわち，1つの部分トリーが1つの演算子と2つの被演算子で構成されているとき，その
部分トリーを1つの葉で置きかえることが出来る。
　次に，記憶装置でのトリーの表現についてのべる。下記に挙げた実例は，それぞれの節に番号
をつけ，節」に入っている情報は次のようなトリー表現で容易にみつけられる。即ち，MORIiに
は節iの内容がストアされている。TOKOYの行iには節iの子供の節の番号が入っている。　S，に
はTOKOYの行iのブロック，すなわち節iの子供の数が入っている（図2．21）。図2．21の中，7番
目の節は文字“G”をもち，又3人の子供を，すなわち節13，14，15をもつことがわかる。この
実施例では，節には番号がついていて，レベルごとに左から右へ順に表に入っているけれども，
コンピュータ・ネットワークにおける，
　　Step　1
＊）　（s
?
季　2　　D
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　　　　　　　Step　2
　　［〉　，si（　WR　＝＞
Iab　（Ar＞　，SiR，　（iS＞〈2XD）〈lli）〈N
　　　　　　　　28）　〈＊）　（S
24田　0
Step　3
?
12　尋　2　エ）　＊　2＞
Step　4
　　12544　／　　　弓＞
　　　　　D）　C＊）　｛N
＄tep　5
12544）　U　（一一7
E＞
Step　6
必ずしもこのようにしなくてもよい。
　一方，電算機において，算術式を機械語命令に変換するのは大変面倒である。とくに次のよう
な場合である。
　　　A＊X2十B＊X十C＝＝　O
　の2次方程式について考えると，
　　　　B＋asB　4＊A　C　B－thB　4＊ASC　　　十一　一ip　　　rm　2＊A　2＊A
　ここでは，単項の負符号があると複雑になるので，負符号をとりのぞいた。
　　　（B十　（Bt　2－4　＊A＊　C）　T　5）／（2　＊A）
　にして，これをポーランド記法に変換する。
2．10　リスト処理とアーキテクチャ
　計算機のアーキテクチャの決めかたは，計算機の設計にたずさわる者にとって最も大切な問題
である。計算機の発展初期には，設計者は大からにアーキテクチャを決定することが出来た。し
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図2．21
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23　24
トリーの記憶表現
7　G　　8　｝至
M）（NX9，）　（p）　i6　〈．LL＞　i7
13　14　15
Y｝22
MO　RI???????????????????????????????????TOKOY
かし，ソフトウエアの開発に膨大な人手と経費が必要なことが明らかであり，ソフトウエアの開
発が増すにつれて，アーキテクチャが固定化する傾向がでてきている。特に，従来のアーキテク
チャを包含するようなアーキテクチャであれば，ソフトウエアの蓄積を生かすことが出来る。ま
た新たに開発されている応用分野には，新しいアーキテクチャの計算機が要求される。
　一方，アーキテクチャの変更を要求するインパクトはハードウエアの技術の進歩，ソフトウエ
アからの要求，応用面の拡大にともなう要求といったいろいろな分野から発生する。
　リスト処理の効率を高めるには，処理速度のレベルアップと，所要記憶容量の減少がある。前
者は，ポインタを高速に実記憶空間のアドレスに変換し，かつ，目的とする箱を短いアクセス時
間でとり出してくる問題である。後者は，ポインタを出来るだけコード化して，所要記憶容量を
減少させる問題である。両者は，トレードオフの関係にあるため，リスト処理専用アーキテク
チャでは，両者をいかに調和させて，実現するかが，一つの問題である。
注：本稿は富山鐵朗，渋井二三男著“電子計算機のシステムプログラム”を加筆修正したものであり，
　　本稿執筆にあたり富山鐵朗氏のご指導をいただいた。ここに深謝する。
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